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研究成果の概要（和文）：トルコ語のなぞなぞにおける韻律節において、以下のような音響音声学的特徴が析出された
。(1)韻律節末尾における文末上昇調といった急上昇調と文末における自然下降調が韻律節を画定する際の主要な特徴
となる。(2)韻律節には大中小の区別ができる。(3)中韻律節末で長音化が起こる。この長音化によって、急上昇調が生
じている。(4)トルコ語はアクセントによって持続時間調整が行われているわけではなく、音節数に長さが左右される
点から、トルコ語は音節リズムの言語だと言える。

研究成果の概要（英文）：This study describes the phonetic and phonological pattern in Turkish riddles. The
 unit to measure the duration in Turkish riddle has used the prosodic phrase.  The aim of this study is to
 verify the isochronism between prosodic phrases and the durational adjustment which is caused by the numb
er of syllable in the prosodic phrase. The results from this study are as follows:(1) The end of middle pr
osodic phrase has a rising tone at the sentence ending or a falling tone caused by declination. (2) The pr
osodic phrase is divided into large, middle, and small ones. (3) There is phrase-final-lengthening in the 
middle prosodic phrase of Turkish riddle. Since there is phrase-final-lengthening, a rising tone at the se
ntence ending occurs. (4) Turkish is a language of syllable-timed rhythm not stress-timed rhythm, since th
e word length is in relation to the number of syllable.
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１．研究開始当初の背景 
 トルコ語におけるアクセントはこれまで
最終音節にストレスがあれば基本アクセン
トで、最終音節以外の音節にストレスがあれ
ば例外アクセントというように捉えられて
きた。そして、ストレスがあるところが高く
なるという特徴もこれまで指摘されてきた。
こういった点から、トルコ語は強さアクセン
トで、ストレスがあるところが強く高く聞こ
えるとまとめられるのがこれまでの定説で
あった。（柴田(1948)、 Kononov(1956)、
Lewis(1967)、竹内(1970)など多数） 
 しかし、福盛(2009, 2010)の研究によって、
トルコ語は音韻論的には高さアクセントの
体系を有しているのではと指摘されている。
Levi(2005)では、音響音声学的に基本周波数
を計測し、下降動態に関して他の高さアクセ
ント言語と類した特徴であることを部分的
に指摘している。福盛(2009, 2010)では、例
外アクセントに対して下がり目を設定する
ことで、下がり目がなければ基本アクセント、
下がり目があれば例外アクセントであると
指摘し、体系の全体像を示している。 
 こういった流れの中で、高さアクセントと
みなした場合に、基本アクセントにおける最
終音節の H音調と、例外アクセントにおける
H 音調が等質であるかどうかが問題となる。
例えば、oda(部屋)は基本アクセントである
ため語幹では LH となり、odaya(oda 部屋-ya
～へ)では LLH となる。一方、banka(銀行)は
例外アクセントであるため語幹では HL とな
り、bankaya(banka 銀行、-ya～へ)という語
ではアクセント規則に従うとHLLとなるのだ
が、現実には 3通りの音調があり、HLL～LLH
～HLH という音調で実現する。この点から、
最終音節におけるHが必ずしも語に対して指
定されるアクセントとしての Hではなく、句
末イントネーションとしてのHである可能性
を考慮する必要がある。 
 この問題を解決する 1つの方策として、一
定の条件下による談話を発話させ、アクセン
トによる指定かイントネーションによる指
定かを解析することがあげられる。そこで、
本研究では、複雑な要因が重畳する自然談話
を扱う前段階の研究として、韻文におけるイ
ントネーションを扱い、そのことによってイ
ントネーションによってアクセントが消失
する原因の一因を探りたいと考えている。 
 トルコ語の韻文においては、任意のフレー
ムが設定される。一定のパタンで繰り返すと
いう点で広義の韻文に属するなぞなぞに関
して、トルコ語およびモンゴル語のフレーム
について指摘した研究として城生(2008)が
あげられる。ここでは、母音調和による音形
を主たる根拠としてアクセント単位より大
きなフレームとしての韻律節を設定してい
る。しかし、その韻律節に対してあらわれる
イントネーションに関する特徴にはふみこ
まれていない。この研究については、代表者
は調査段階から関わっているため、早くから

気づいていたものの、当時はアクセントとの
区別をどうするかについて整理がついてい
なかったため、ふみこんだ見解を示すことが
できなかった。この問題点を解消するための
1つの方策として、本研究は位置づけられる。 
 
２．研究の目的 
本研究では、韻文における独特の音調に伴

う音声学的特徴、主としてプロソディーを明
らかにすることを目的とする。特に、トルコ
語におけるイントネーションは、韻文におい
て句末で一定のパタンを有し、このパタンが
アクセントとイントネーションを区別する
ために重要な要因となる。そこで、短いなが
らも一定の構造を有する詩歌、ことわざ、な
ぞなぞなどの韻文を音響音声学的に解析し、
プロソディーの特徴を析出することが期間
内の課題となる。 
これまでに示されてきた韻律節について、

基本周波数やインテンシティや持続時間長
といった音響音声学的解析によって捕捉す
ることが大きな課題となる。その上で、トル
コ語においては語末で高くなる現象と句末
で高くなる現象の両者間における上昇の質
的違いを、韻文における音響解析を通じて明
らかにする。 
また、この上昇調の特徴を捉えることで、

フレームの繰り返しというパタンが母音調
和における音形だけでなく、他のプロソディ
ーによる要因からも捕捉できることを明ら
かにし、韻文におけるリズム構造を音響音声
学的観点からも明らかにすることができる
と予測できる。 
この点は、これまでの聴覚印象のみに頼っ

た主観的方法による研究に対し、客観的方法
によってその根拠をより強固にできると考
えられる。 
アクセントの消失については、例えば日本

語においても百人一首と上毛カルタといろ
はがるたの三者ではそれぞれ読み方が異な
り、百人一首ではほぼアクセントが消失し独
特の音調だけで読み上げるのに対し、いろは
がるたではアクセントが維持される。上毛カ
ルタはこの両者の中間的な位置に立つ。この
特徴を音響音声学的に析出して1つの参照モ
デルとしたい。そして、トルコ語においても、
なぞなぞにとどまらず他の韻文も扱うこと
によって、イントネーションによるアクセン
トの消失に対して明らかになる部分がある
と考えられる。 
さらに、トルコ語と同じトルコ諸語オグズ

語群に属するトルクメン語において、トルコ
語のアクセントやイントネーションの特徴
がどの程度の類似点・相違点があるかも検証
する。このことによって、トルコ語における
高さアクセント説が、トルコ諸語における従
来説である強さアクセント説の問題点を指
摘できると考える。 
 
 



３．研究の方法 
(1)トルコ語の韻文の資料収集 
現地調査などをふまえて、詩歌だけでなく、

広義の韻文に相当するなぞなぞやことわざ
などの資料を収集する。 
 

(2)トルコ語の韻文の記述調査、 
母語話者になぞなぞを音読してもらい、そ

れを録音する。 
 

(3)トルクメン語の基礎記述調査 
母語話者に基礎語彙調査を行い、それを録

音する。 
 

(4)音響解析 
録音資料を音響音声学的に解析する。基本

周波数と持続時間長の解析を中心に行ない、
上昇調の特徴を析出する。 
 

(5)対照研究 
トルコ語のフレームと他言語のフレーム

の類似点・相違点を探る。また、トルクメン
語の記述結果から、トルコ語高さアクセント
説の有効性を再検討する。 
 

４．研究成果 
トルコ語のなぞなぞにおける韻律節にお

いて、以下のような音響音声学的特徴が析出
された。 
(1)韻律節末尾における文末上昇調といった
急上昇調と文末における自然下降調が韻律
節を画定する際の主要な特徴となる。 
  
(2)韻律節には大中小の区別ができる。  
 
(3)中韻律節末で長音化が起こる。この長音
化によって、急上昇調が生じている。  
 
(4)中韻律節末が長くなる傾向はあるが、音
節数に長さは左右されるので、中韻律節末の
見た目の長さは必ずしも長くはない。 
 
(5)中韻律節末の長音化と音節数による持続
時間調整が、結果として中韻律節間の等時間
性を生み出している。  
 
(6)中韻律節間と大韻律節間では、大韻律節
間の方が等時間性の精度が高まる。 
  
(7)トルコ語はアクセントによって持続時間
調整が行われているわけではなく、音節数に
長さが左右される点から、トルコ語は音節リ
ズムの言語だと言える。  
 
(8)音節数という観点からは、ミクロにみる
と規則性がなくても、中韻律節を基本的単位
として捉えると、7 音節ついで 5 音節を基
調とする構造が多かった。また、音節構造に
よるパタンも少なからずみられた。 
  

(9)母音調和の配列という観点からは、中韻
律節でもいくつかのパタンがみられたが、大
韻律節によってパタンがみられるものもあ
った。  
 
(10)文法構造という観点からは、かなり意識
して節末尾に同一の語や接辞を配置すると
いった何らかのパタンを作ろうとしている
なぞなぞがみられた。 
  
(11)脚韻という観点からは、24 例中 22 例
がふまえていた。また、少ないながらも頭韻
や中間韻をふまえたものもあった。 
  
(12)AABA というルバーイーの詩の形式をふ
まえた例が 7 例あり、詩の形式をなぞなぞ
に反映させていることが垣間見られる。  
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